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公民館HP

ツムラ暦

七十二候
七十二候は、古代中国で考案さ
れた季節を表す方式で、二十四
節気をさらに約5日ずつの3つに
分けています。田植えや稲刈り
の時期など農作業の目安になる
農事歴でもあります。

七十二候

七
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二
候

七
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● 二十四節気：立冬 りっとう　11月8日～11月21日頃

● 二十四節気：霜降 そうこう　10月2４日～11月７日頃
朝晩の冷え込みがさらに増し、北国や山里では霜が降りはじめる。

🍁

10月23日～10月27日頃　霜始降（しもはじめてふる）
　氷の結晶である、霜がはじめて降りる頃。。

🍁

10月28日～11月1日頃頃　霎時施（こさめときどきふる）
　ぱらぱらと通り雨のように雨が降りはじめる頃。

🍁

11月2日～11月6日頃　楓蔦黄（もみじつたきばむ）
　もみじや蔦が色づいてくる頃。「紅葉」「黄葉」「山粧う（よそおう）」

🍁

11月7日～11月11日頃　山茶始開（やまつばきはじめてひらく）
　冬枯れの景色の中で山茶花が咲き始める頃。

🍁

11月12日～11月16日頃 地始凍（ちはじめてこおる）
　冬の冷気のなかで、大地が凍りはじめる頃。

🍁

11月17日～11月21日頃　金盞香（きんせんかさく）
　水仙の花が咲きはじめる頃。

真冬の寒さに備えて、冬の準備を始める「こたつ開き」の時期。

☀

空気が澄んで雲がくっきりときれいな季節です。浜坂田んぼから清富橋を渡り、指
杭・田井・赤崎・和田を抜けて対田の直線を軽快に走り、岡住橋から田井に帰る道の
途中で、ここ数年で出会った空です。晴れた日はカメラを持って出かけましょう。

▶︎ 9月から11月の空
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野良素人のつぶやき 　　▶︎ 雲
　10月13日（火）は雲ひとつない秋晴れでした。朝8時から集まっていきいき百歳体操を楽しんだ後に、参加者と勿
体無いくらいの青い空だね～と言い合ったところでした。13日の川の水はかなり少なくなっていて、真夏でなくと
も、いい天気が続くと川も枯れそうになるんだと再認識です。その夜は久々の強い雨で、夜中に雷も鳴りました。黒
い雲に覆われ雷が落ちる時、稲光が見えることがあります。稲妻ともいいますが、辞書を見ると、稲の夫（つま）の
意とあります。古代，稲は稲妻をうけて結実すると信じられたことが由来しているそうです。日本全体で見れば、昔
の稲刈りは秋に行われていて秋雨の後だったのでしょうか。今でも10月に黄金色の田んぼに稲穂が垂れている姿は他
の地方に行くと結構みられます。空気中の窒素分子N₂は結びつきが強く安定なものであり、これを植物が直接利用す
ることは一般にできません。これが、大気中で起こる大規模な放電により、原子に分解され、酸素と結びついて窒素
酸化物となり、雨に溶けて硝酸塩（硝酸性窒素）に変化し、植物が利用できるようになります。これが作物の成長に
重要な役割を果たす養分のひとつである「窒素」を得るからくりです。

　さて、今回のテーマは雲です。といっても空の雲でなく、インターネットの雲（クラウ
ド）です。2026年時点で携帯電話を持っている人のうちスマホ（スマートフォン）比率は
98.3％となっているということですので、ほとんどの人がスマホを利用できる状況にある
と考えられます。スマホはアプリ（特定の機能を有するプログラム）を専用のサイトからダ
ウンロードしてインストールできます。料金はアプリによって異なります。インストールは
無料ですが、利用すると有料になるものもあります。スマホには電話番号や色々なアプリの
保持やそのデータを保持するためにある程度の記憶容量があります。これだけを使ってもた
くさんのことができます。それ以上に、パソコンやノートパソコンなども利用されている方
も多いのではと思います。パソコンを長い間使われている人は記憶媒体の容量が時代と共に
大容量化してきたのを実感していると思います。初期のパソコンは記憶媒体の容量が小さ
く、フロッピーディスクなどに保存する時、内容がわかるように名前を書いていました。し
かしそれが複数になるとなかなか整理するのが大変になった経験をお持ちかと思います。

　今回紹介する本は野口悠紀雄著『「超」メモ革命』（中公新書ラクレ、2021）です。
副題に「個人用クラウドで、仕事と生活を一変させる」とあります。1993年に『「超」
整理法』を執筆され、その考え方を基本的に引き継ぎつつ、その時には考えも及ばなかっ
た新しい方法を提案されています。筆者は複数の連載と書籍の執筆を同時並行に進められ
ているということで、その中で、忘れたり、思い出したりの中で、効率を上げるための工
夫をされてきたことを紹介しています。本誌の前々回に黒川伊保子の60歳のトリセツを
取り上げました。色々なことに気が回って脳がフル回転している状況で、身の回りが整理
されていないと才能が十分発揮されません。そう思われる方はぜひ読んでみてください。
忘れてもサッと情報が取り出せるのが快感になると思います。
　本書は3部で構成され、第１部ではとにかく始めることを提案しています。第２部では
極めて大量の情報の中から必要な情報を引き出すための方法を作ることを提案していま
す。ここでクラウドの活用が出てきます。情報をスマホやパソコンに保存するのではな
く、クラウドに保存して、スマホで保存したものをパソコンで使うなど、情報の多重性の
排除、唯一性を確保します。それとどんどん進化する情報検索機能の活用です。「コウモリ問題」「土地課税問題」
を事例に情報整理の問題を指摘しており、フォルダでの整理の問題点、リンクでの整理の利点を強調しています。最
後の第３部では第２部で構築した仕組みを用いて仕事することについて述べられています。パソコンやスマホをよく
使われている人の中にはたくさんのパスワードが整理できなくて困っている方や撮り溜めた写真がどこにあるのかわ
からなくなってすぐに探せない方、名刺の交換が多く整理に困っている方がおられると思います。そういう人のため
に第２部で対処法が示されています。また、新聞の切り抜きや手書きメモはその時は重要と思ったから残しているも
のですが、時間が経つと興味の対象が変わって、記憶の底に落ちていってしまい、すぐに思い出せなくなって困るこ
とがあります。そのような経験をおもちの方はあなただけではありません。解決の糸口が見つかるかもしれません。
ぜひ読んでみてください。

https://tinyurl.com/bdccm3e9

http://#
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　私たちの暮らしを便利にしているものの１つは情報です。毎日どんど
ん増えています。情報洪水を生き抜くヒントが書かれています。情報が
ものとして棚にファイリングされる限りその利用には限界があります。
人間は見える範囲しか探せません、ファイルの中を見るためには開けて
みなければなりません。いくらシステマティックに整理されていたとし
ても有限な時間の中では探せるものにも限度があります。情報がディジ
タル化されていれば比較的簡単に引き出すことができます。いつになっ
ても自分の行動を決める際に必要な情報は自分で得て蓄積しなければな
りません。技術はどんどん進歩します。その時にどれだけの情報を蓄積
しているかが大事です。紙である必要がない情報はディジタル情報での
蓄積の方が将来、利用可能性は大きいです。その時に今から備えておき
ましょう。

野良素人のつぶやき 　　▶︎ 雲

　最後に農の話題です。▶︎現代農業11月号の特集はハウス・倉庫・小屋づく
り（p40-92）です。色々なアイデアで様々なものが紹介されています。設
備費用を節約したい方に向けた情報が満載です。次に、ちょっと驚きの記事
は、▶︎「植物のアミノ酸吸収、ホントの話」（p156-161）です。前号の
「その肥料、誰に吸わせている？」と関連の記事です。植物の養分の吸収に
ついて書いてあります。これが腑に落ちると野菜作りが面白くなると思いま
す。BLOF理論も出てきます。（10月号にBLOF理論入門講座があります）

▶︎熊本の岩根さんのニンニク栽培方法の紹介では、朝晩の気温が10℃ぐらい
の頃に植えると良いとのことです。遅く植えるほど春のトウ立ちが早くなる
とのことです。逆に早く植えてもメリットはないとのことです。▶︎岡山市の
方から、箱ワナでイノシシを誘う3点セット（p25）が報告されています。▶︎
干し柿をかびさせずに作るのは大変です。「30％まで乾燥で仕上がり一変」
（p214）は、京都府与謝野町からの報告です。日本海側で似た気候での話
で参考になると思います。▶︎令和ののらぼーず＆のらガールは、「耕作放棄
地25aで野菜と米作り卵も自給」（p222）と姫路市の農家でない高校1年生

の話です。小3から野菜作りに目覚め、25種類を栽培とのことです。農機は離農した人などから譲り受け、15aで米
を作っているとのこと。これは小生の農を上回る規模です。頭が下がります。 
　先日、このたよりの読者から、参考にしてくださいと私が定期購読を始める前の現代農業をたくさんいただきまし
た。その中に光合成細菌の特集も含まれていました。感激です。ありがとうございました。
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 それでは 

🫜 🫜 🫜

関連動画　QRコードを読み込むとYouTubeが開きます（以下ー編集途中）

著者の『note』サイトには本書のサポートページや
内容の一部が無料公開されています。noteには左上
のQRコードから。　https://tinyurl.com/bbrux88d

https://tinyurl.com/bdfyrxyv

https://tinyurl.com/yen9astn https://tinyurl.com/54szhaevhttps://tinyurl.com/2rvk2sdj

現代農業voice 2026年11月号 
読みどころ紹介

チキントラクターのいろいろ
小規模日本編↓　　大規模海外編→

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
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赤崎地区公民館へのお問い合わせ
〠669-6714 兵庫県美方郡新温泉町赤崎618-1番地  
☎(0796)82-3678　公民館長　二階堂 寿江(にかいどうとしえ）

FAX       ( 0796 )82 -5563
電話(携帯)  090 8233 0843 
Mail akasakicc@icloud.com
メールアドレスQRコード➡

赤崎地区公民館HP　　　　　ht t p s : / / a k a s a k i . s i t e /
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           日                     月                     火                     水                     木                     金                     土

▼移動図書館　第4水曜
　和田　14:25~14:40
　赤崎　14:50~15:05
　田井　15:50~16:05
　指杭　16:10~16:25

http://#

